
まちのニュースNEWS&NEWS

2022. 6   広報うちこ  9

　
交
通
事
故
現
場
で
人
命
救

助
を
行
っ
た
と
し
て
、
新
興

車
輌
㈱
の
皆
さ
ん
に
大
洲
地

区
広
域
消
防
事
務
組
合
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
事
故
は
５
月
11
日
、
同
社

が
あ
る
城
廻
地
区
の
国
道
56

号
線
で
発
生
し
た
ト
ラ
ッ
ク

と
軽
自
動
車
の
正
面
衝
突
。

事
故
に
気
付
い
た
従
業
員
た

ち
は
煙
の
出
る
車
か
ら
負
傷

者
を
救
助
し
、
応
急
手
当
や

交
通
整
理
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
出
席
し
た
専
務

取
締
役
・
藤
本
健た

け
し志

さ
ん
は

「
目
の
前
で
起
こ
っ
た
事
故

に
対
し
て
、
自
然
に
行
動
で

き
た
。
迅
速
に
対
応
し
て
く

れ
た
従
業
員
を
誇
り
に
思

う
」と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

一
致
団
結
し
た
行
動
で
人
命
救
助

新
興
車
輌
㈱
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

和
氣
消
防
長（
左
）か
ら
藤
本
さ
ん（
中
左
）

と
中
野
幸ゆ
き
や
す保
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

旧
森
家
住
宅
の
利
活
用
を
実
証
実
験

１
日
限
定
の「
庭
カ
フ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン

　
旧
森
家
住
宅
を
活
用
す
る

実
証
実
験
を
兼
ね
た「
庭
カ

フ
ェ
」
が
５
月
22
日
、
１
日

限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
住
宅
は
約
５
５
０
坪
の

敷
地
に
主
屋
や
土
蔵
な
ど
７

棟
が
残
り
、
最
も
古
い
建
物

は
築
２
０
０
年
以
上
経
っ
て

い
ま
す
。
内
子
町
で
は
、
こ
の

貴
重
な
建
物
を
歴
史
ま
ち
づ

く
り
拠
点
施
設
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
回
は

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
提
供
し
な

が
ら
、
動
線
の
確
認
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
約
80
人
の
来
場
が
あ
り
、

「
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
」「
こ
う

い
う
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ら
い
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

設
置
し
た
テ
ー
ブ
ル
や
建
物
の
縁
側
で

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
む
来
場
者

　
令
和
３
年
度
、
全
国
か
ら

９
７
５
件
・１
７
３
８
万
４
０
０
０

円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
」
は
、
国
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
基
づ
き
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
寄
付
金
は
内
子
町

心
か
ら
の
寄
付
金
に
感
謝
し
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

の
ま
ち
づ
く
り
、
美
し
い
景

観
や
環
境
の
整
備
、
国
際
交

流
の
促
進
、
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

◦
松
本
　
　
学
様（
東
京
都
）

◦
瀧
尾
　
　
昇
様（
松
山
市
）

◦
石
住
　
勝
憲
様（
大
阪
府
）

◦
尾
﨑
さ
お
り
様（
東
京
都
）

◦
神
本
　
雄
司
様（
奈
良
県
）

◦
豊
田
　
寛
史
様（
千
葉
県
）

◦
上
杉
　
誠
一
様（
兵
庫
県
）

◦
伊
賀
　
敏
雄
様（
大
阪
府
）

◦
足
立
　
吉
正
様（
愛
知
県
）

◦
泉
　
　
琢
磨
様（
松
山
市
）

◦
諏
訪
　
達
郎
様（
埼
玉
県
）

◦
堀
尾
　
郁
夫
様（
松
山
市
）

◦
大
下
　
　
博
様（
松
山
市
）

◦
森
本
　
雅
憲
様（
東
京
都
）

◦
田
中
　
慎
一
様（
砥
部
町
）

◦
森
並
　
　
勇
様（
兵
庫
県
）

◦
竹
内
　
通
昭
様（
青
森
県
）

◦
日
浅
　
陽
一
様（
松
山
市
）

◦
榊
原
　
眞
一
様（
大
阪
府
）

◦
穴
田
江
里
香
様（
東
京
都
）

◦
澤
田
　
安
弘
様（
東
京
都
）

◦
尾
﨑
　
政
美
様（
東
京
都
）

◦
宮
崎
　
正
由
様（
静
岡
県
）

◦
岡
本
　
大
典
様（
松
山
市
）

◦
藤
原
　
修
司
様（
西
条
市
）

◦
高
岡
　
幸
次
様（
松
前
町
）

◦
水
本
　
世
紀
様（
東
京
都
）

◦
達
見
　
圭
介
様（
東
京
都
）

◦
芳
我
　
譲
治
様（
神
奈
川
県
）

※
３
万
円
以
上
を
寄
付
し
て

　
い
た
だ
い
た
人
の
う
ち
、

　
公
表
に
同
意
を
得
ら
れ
た

　
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
寄
付
者（
順
不
同
）
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大
切
な
道
具
を
父
が
愛
し
た
内
子
町
に
―
―

嶋
太
夫
さ
ん
の
遺
族
が
遺
品
８
点
を
寄
贈

　
内
子
座
文
楽
公
演
の
舞
台

に
長
く
出
演
し
て
い
た
人
間

浄
瑠
璃
文
楽
座・八
代
目
豊
竹

嶋し
ま
た
ゆ
う

太
夫
さ
ん
の
遺
品
受
贈
式

が
４
月
23
日
、
内
子
座
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
遺
族
か
ら
町
に
寄
贈
さ
れ

た
の
は
嶋
太
夫
さ
ん
直
筆
の

床
本
や
、
月
の
模
様
が
施
さ

れ
た
見
台
、
内
子
座
の
公
演

で
身
に
着
け
て
い
た
腹
帯
な

ど
８
点
。
式
に
は
嶋
太
夫
さ

ん
の
長
女
・
村
上
由ゆ

き紀
さ
ん
、

次
女
・
正ま

さ
え恵

さ
ん
が
出
席
し
、

内
子
町
か
ら
は
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
由
紀
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
の

中
で「
父
は
内
子
町
の
皆
さ

ん
に
会
う
と
き
は
本
当
に
楽

し
そ
う
だ
っ
た
。
特
別
な
感

情
が
あ
っ
た
町
で
す
。
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
そ
ば
に
と
、
父

が
大
切
に
し
て
い
た
道
具
を

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
遺
品
は
全
て
、
内
子
座
２

階
の
展
示
室
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

1

1_小野植正
まさひさ

久町長から感謝状が手渡された　2_平成22年公
演での嶋太夫さん　3_興味深そうに遺品を見る来場者

3 2

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
力
を
入
れ
る
㈲
内
藤
鋼
業

（
内
藤
昌ま

さ
の
り典
社
長
）
を
は
じ

め
、
町
内
外
５
社
が
設
立
し

た
㈱
内
子
龍
王
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
４
月
26
日
、

内
子
町
役
場
本
庁
で
記
者
会

見
を
開
き
、「
内
子
龍
王
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
」を
建
設

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭

５
６
０
世
帯
分
に
相
当
す
る

２
４
４
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と

し
、
発
電
時
に
発
生
す
る
熱

は
龍
王
公
園
内
の
温
浴
施
設

な
ど
で
利
用
し
ま
す
。
内
藤

さ
ん
は「
こ
の
内
子
モ
デ
ル
と

言
え
る
取
り
組
み
を
広
げ
た

い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

町
で
２
カ
所
目
と
な
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
開
設
を
発
表
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
モ
デ
ル

「
内
子
龍
王
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」が
着
工

出
世
凧
を
揚
げ
る
自
治
会
有
志
の
皆
さ
ん

も
久
し
ぶ
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た

空
高
く
舞
う
凧
に
願
う
我
が
子
の
成
長

豊
秋
河
原
で
出
世
凧
の「
奉
納
凧
揚
げ
」

　
中
止
と
な
っ
た
、い
か
ざ
き

大
凧
合
戦
の
代
替
行
事「
奉

納
凧
揚
げ
」が
５
月
４
日
、豊

秋
河
原
で
開
か
れ
ま
し
た
。

奉
納
凧
揚
げ
は
初
節
句
の
出

世
凧
揚
げ
と
、
還
暦
・
開
運

凧
を
揚
げ
る
も
の
で
、
午
前

中
に
神
事
、
午
後
に
凧
揚
げ

を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
が
良
く
、
適

度
な
風
が
吹
く
絶
好
の
凧
揚

げ
日
和
。
町
内
の
６
自
治
会

か
ら
有
志
が
参
加
し
、
合
戦

凧
30
統
を
一
緒
に
揚
げ
て
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

１
１
１
人
の
子
ど
も
た
ち
の

名
前
が
書
か
れ
た
出
世
凧
は

空
高
く
舞
い
上
が
り
、
見
守

る
家
族
か
ら
喜
び
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

旧
森
家
住
宅
の
利
活
用
を
実
証
実
験

１
日
限
定
の「
庭
カ
フ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン

心
か
ら
の
寄
付
金
に
感
謝
し
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」


